
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[Ⅰ]  

問 1  𝑎𝑛 =
1

3𝑛−1
    問 2  

𝑛(3𝑛+7)

20(3𝑛+2)(3𝑛+5)
    問 3  

1

60
 

 

[Ⅱ] 

問 1  −1    問 2  −1    問 3   
𝑧2+1

2𝑧
    問 4   

𝑧4+1

2𝑧2     問 5   
𝑧6+1

2𝑧3  

問 6   
1

8
    問 7   

1

2
 

 

[Ⅲ] 

2𝑒𝜋

𝜋log𝜋
  

[Ⅳ] 

問 1   
𝑇

𝑆
=

𝑚𝑛

𝑚2+𝑚𝑛+𝑛2    問 2   𝑀 =
1

3
 , 確率: 

1

6
 

問 3   最小値: 
6

43
 ,   (𝑚, 𝑛) = (1, 6), (6, 1) 

 

[Ⅴ] 

問 1   𝑝 =
𝑎2− 𝑑2

𝑎−𝑑cos2𝜃
,    𝑞 =

𝑏2− 𝑑2

𝑏−𝑑cos𝜃
 

問 2、問 3  略 
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【 講 評 】 

例年の大問 3問から大問 5問へと変更され，分量は例年よりもやや多くなっている。全体的な難易度は 

例年通りであるが，量が増えたことを考慮すると，厳しい試験であると言える。［Ⅰ］［Ⅱ］［Ⅳ］を確実 

に得点した上で，［Ⅲ］，［Ⅴ］にどのくらい時間を割けたかが勝敗の分かれ目となる。 

 

［Ⅰ］ 漸化式／無限級数 やや易 

分数型漸化式（逆数をとる）から一般項を求め，数列の和，無限級数を計算する。

確実に得点したい問題である。 

［Ⅱ］ 複素数平面（－1の n乗根） 標準 

－1の n乗根に関する典型問題である。各設問の誘導に従って解答していけば，問題

なく解答できるだろう。 

［Ⅲ］ 関数の極限（微分の定義式） やや難 

分母に積分区間の差が作れ，定積分が関数値の引き算になることから，微分の定義

式を用いることに気付けるかがポイントである。 

［Ⅳ］ 平面図形／確率／微分法  標準 

与えられた三角形の面積比を求め，この面積比の最大・最小値とそのときの確率を

求める。
 n 

 m 
 または 

 m 

 n 
 を変数とみることができるかどうかがポイントである。 

［Ⅴ］ ２次曲線／微分法 やや難 

p, qは△PFF'，△QFF'に注目し，余弦定理を用いれば求めることができる。次に，
 q 

 p 
 

を θ の関数とみると，定義域が開区間となるので，(2)では極大値をもつ条件を求めれ

ばよい。(3)では極小値をもたないことを示せばよい。 
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